







その他のタイトル Gift-giving Relationships as seen in Huizhou



































































2. Jt( )') q:J?~lll] 














16. -I~f 自i! 全福
17大担'-j--_/ミ金




















38 千日!と(tl;[ }&J~I 
39低利二十対
40.絵}菱





























































































































131家人用 男毎回個女毎回 153. 1m月三十日上頭
個 154. j高田在宅給茶1m盤茶盆
132男選大婚吉日


























































179 仔 i 宅 1~ f.J洋一元茶凶麹-
















































































































































































































































































363. ~0f. ?~(':布包械 -1til三fJ






370 城 I~ 三丈五尺八 九百八
371大紅七寸枕了一付六百
372.肖白八尺七寸三百:羽田


























393 余 I~~! )j要 _- 1~il 紫椀
I{[戸1-六



























































① N 0.4 ~ 40 5月27日 ←札単
② N 0.41 ~ 74 6月10日 →1m単
→校一金、肉1m斤、寿桃五
女




~I、 盆ー 1ftU 
④ N 0.92 ~ 111 →寿桃
12月18日 →金六元(樵二盆、 i均二食
⑤ N 0.112 ~ 125 送年節、自子 寿桃六ト{自)年花代一元
単 ←粧ー金、魚一金
⑥ N 0.126 ~ 131 →寿桃
→盆:一肩(税、肉、魚、鰻 女
⑦ N 0.138 ~ 152 
4月2日 男 頭)、日子書、札書、筆墨臣、 '性
行月号 t主 首錦、金三十元 の
{期 ←金(寿桃、税、魚、蛋) 親
③ N 0.153 ~ 158 
4月30B →茶盆(校、 魚)、 日王相、 服、 友
上頭 1錆
③ N 0.159 ~ 173 一+ニフじ
→子孫桶、送親礼、門間札、





N 0.226 ~ 285 8月13日 →金、娯太提金、逓手提盆、 女 へお礼
⑪ 
N 0.296 ~ 298 回門 茶桃、喜桃、 rp占 '性 ←親春送嫁(嫁
f期 入り道具)































花紅 トニ金 -/ L¥ ぷ立〉三、















迎安 公堂礼ネ 十二金 /一L¥-メ久Z 
大門礼* 四金 一ー王/立>-. 
I J、!ヨIJ礼 二金 -豆ノ¥工
送親ネし* Iz:g金 一-a 豆iE



















































納ゴにニl 納吉 ぷ口L1:メ1氏fヨ 締首 -百~-，疋」守 -百+-r疋~-， 
納徴 Kf1幣 行i碍 行料 行持 送呂子単請期 期書 行時
(冠奔)
冠奔 上頭

























































百件のものを統計し、 Aアクセサリー類、 37件、 56.41元:B衣服類、 39件(服8件、布 26件、




NO モノ 数量 特鍛 重量 価格 類7}!J 日ミ
299 珠翠古j愛 一支 珠十六 A 髪自i!り
300 珠良(銀)辺花 一対 珠十立 =7[:[旦i角 A 髪飾り
301 珠翠花方 支 珠七立 Il1l銭!羽 一冗一角 A 髪自信り
302 械j芭 1に111 七立(粒) トー八両 一元h銭一分 A 髪!iIjiり
303 芙蓉花普 一対 七悶 九戸j八分 A 髪自ilり
304 灯球 一支 十八時 ニョ仁五角 A 髪自I!iり
305 瓢結 一支 珠十四立 八銭 A 髪自ilり
306 控耳 一一支 珠八ト立 二元PJ.l角 A 髪前iり
307 落套)1(お1) 一対 一百零立珠 三元八角 A !純輸
308 1投球 一支 大六立六十四立 -71: A 髪飾り
309 套)1 一対 邑IJ_lJ十立 五jC A 腕輪
310 鍍金扇方 一支 九銭 -7じ六角 A 髪がliり
311 フじ錯 一双 二両ニ銭 ニフじIJ_lJ角 A 腕輪
312 藤鋳 一双 一元四角 A 腕jl命
313 控耳 一支 一銭七分 ノミ銭 A 髪自Iiり
314 j主環 一支 珠ニ立 てこ銭一ー 八角 A 
315 戒子 一一付 主L銭 一万二 A 指il議
316 花瓢 一支 二銭 五角 A 髪飾り
317 赤金日IJ響 一支 五銭 -1-5じ A 髪飾り
318 赤金耳)1 一対 二銭 i辺元 A ピアス
319 赤金套)1 一対 珠六立 二元二角 A 腕輪
320 鍍金川 一対 二銭一一分 A !腕i輪
321 飛? 一対 一銭 [21角 F 
322 月旨玉日IJ箸 一支 八角 A 髪飾り
323 控耳 一支 -7じ A 髪自信り
324 )11 一対 A !腕I議
325 璃1苔戒子 一偲 八角 A 指輪
326 西口又 一個 七元[21角 F 
327 鍍金牙杖 一付 ニ銭[，1.9 七角 C 爪楊枝
328 脂王扇墜 -1ml ILIJ角 A 
329 鍍金花子 一対 )¥分 二角[m分 A 髪飾り
330 jミ(針。主1- 一十1~ 五分 一角 C 
331 巧!~Ji~j1年 一一支 銀一銭一分 八角 A 髪部jiり
332 松扇 C 
333 己口 一付 一元四角 F 
334 共五{一六元一一f1JE.Ll 
335 錫燭台 一対 C 錫製の蝋燭台
336 灯台 一支 六角 C 燭台
337. JI¥_)]誌粉)Jミ 一個 四角 C 
338 和:木椛箱 一個 -jel2]角五 C fヒ粧宇宙
339 元口口 -1lJ1 全支 F 
340 口?IJjJI11合 一個 一銭
341 やJ(銅)盆 -1ml [2]銭五 C 銅製の洗面器
342 殊漆1:1盃 一支 C 
343 百子生柿 一件 ー冗四角 C おまる
344 主じ級双梁之靴 一双 B 
-110 
345 元椴双史: 一弘 フーじ B 
346 続子持箆口 -1-，j --fり C tiIli 
347 j:Jiu)J盃失 前i 日-1TJ C 
348 一三珠口 一個 F 
349 j1df'.八元一角
350 大和五IJ?!('-~lí -}示 B 
351 HI)'J問、 :fj: B ij57 
352 (1~lj 知ト 二件 13 1.若
353 Ii)Eil;{lJ権 一対 B ズオfン
354 ).~引き枕 0J:l 一対 大正[七寸酒枕 C 
355 紫布樟等 -_.1-~J B ズオミン
356 }j(Ý，{~1て B 1-.着
357 ìl~lm~衣 IL双 :二〕じ B i二着
358 大和一線()]奈衣) 一一双 B 1-. ~~I・
359 ~jî ~-，--双 =fJJJí~ B 
360 紅布袋 F二-Aノ!こ、i B f今三、
361 枕TIJLft 一対 視さ一白 六戸j C イヒ殺t耗i
362 ト続、 +令11し
363 京ì!('.~fî 包 ti犬 -1ml B j武日数
364 一一六一i，¥If 一j末 二戸j C ゴザ
365 ノj、j芋 ~-j)U 放新人袋 E 
366 :Jtl耳元ILCJPJ:ii
367 大紅印(e下ギ!i被i而 七 -ì~l- 八一1. C 長I';{fi[支!カノてー
Wil 
368 ][1)宅金誘辺 i広i尺 ILlJT=j B レースのよう
な自liり
369 口口，f!? !思尺 )¥十 B ;市
370 城白 ニ丈五尺八 JLT~I )¥、十 B 布
371 大和:七す枕] 一付 六百 C クッション
372 肖i当 八尺七寸 二三百零IT B 布
373 巴 I~I 一丈一jミー寸 ニ l~f1-;.十二 B :;(!i 
374 毛砂緑 1m 尺八す -T~i 九十日一 B 布
375 乙71入tIF寺Kf 一丈一尺一寸 三百五十)¥ B 布
376 ~入ミ lプ主じ主 一丈五尺六す 四百九十九 B イ1
377 I~] 襟 七尺 二百八十 B ギF
378 どd吐う、 lユよロ~: 1m尺 -EI=十八 B 布
379 又!当 一尺 一十八 B ヰ1
380 お1頭純 一丈 B 髪飾り
381 蘇月 一疋 一千五百ー十 B 
382 又(蘇月) 七尺五寸 二百 B 
383 IT尺匹i寸 一百九十四 B ギfj
384 J[J弘司;: 一丈七す =-1百十六 B 'rtJ 
385. 大夫tlJ 二付 ごー 十六 B ボタン
1386. 監洋布 九尺 六百七十 B 布
387 斗青 一尺 1m-十四 B 荷I
38. 〕リ子 七尺一寸 六十四 B 布
389 余i主i ニ尺i国寸 九十四 B 布
1390 力主 I~I 一尺五す 七十 3 布
391 又主[ 一丈零五寸 二百ニト六 B 布
392 楊i主 一丈八尺 1m百八十六 B :t!1 
393 余白腰 一個 1!lJ-十六 B オ7
紫樟 ズボン
394 楊臼 三丈五尺 一千零五十 B 布
395 斗青 1m 尺 一百七十六 B ギF
396 Jc;jl、 二丈七尺 二百四十二 B オ7
397 口紅! 二付 二十六 B ボタン
398 布寸 二味 二十四 B 
399 宝洋布包祇 二尺八寸 一百十 B 風呂敷
400 代付銀匠 一千-百一一十 D 
401 粗野首I 一丈七尺 五十一 A 髪飾り
402 上屯買雑貨一単 一千:ι百七十 D 
403 i1設3:1] 一銭 五十一 B オてタン
404 口上 八百 F 
405 花穀 一個 一百二十 A 髪
406 裁縫工 二千一百 D 
















































2 94 128 載之兄 十二個 ノリ国
3 95 162 西j采 在宅 -十個 六双
96 
草染包一個(花生一、楽
4 長林橋 大姑妨々 二十{毘 寿桃三十 二)花(生)二、燕尾二、
164 
箆i虫、粉
5 97 165 羅臼 五姑妨々 ート個 四双
98 99 
二十個又男 四双又四 茶四金、蛋十個、月餅二
6 166 羅田 三太爺
二億 双 倍、桂圏一盆薬一盆
167 
7. 100 杏姑 八個
101 








兆華司 j¥、個 寿桃十二10 
172 
11 104 春和冗妹 西個









131 男:三女1m 初~Im 倍!
17 110 171 n老)IHvi!i ニト偲 一双
18 11 地1 老Il
八倍1(美子桃
官l=rJの返干し)
19 161 任1ま氾 1m双
20 163 十年十j 葉宅 IlJ双
21 168 八太爺 !国双
茶1m金、精米糠、税、桃
訴、条糖
22 169 九太爺 12双
茶i現金、蛋十個、包一金、
j享緑、厳片糖















































・マルセル・モース 有地亨訳 『贈与論j 51)]草書房 1962 








『台湾漢民族の娼戚j 風響社 2000 
n淘壁公H費j 安徽印刷局 1911
『弱;県関談j黄山書社 2001 












f徽州民俗j 安徽人民出版社 2005 
『徽商j 安徽人民出版社2005
r1青代嫁粧研究j 中国人民大学出版社 2007 
「休寧一瞥J徽州、!日報舘 1934 
f安徽省各県婚喪礼{谷:迷信習慣之調査及改革意見書Jr新運導
j学界動向|
みんぱく国擦フォーラム参加記
2015年 1月24日(土)-25臼(日)の両日、
i主!立民族学博物館(みんぱく)で開催された
国際フォーラム「中国地域の文化遺産一一人
類学の視点からjに参加してきた。
本フォーラムは、みんぱくの機関研究「文
化遺産の人類学一一ク守口ーバル・システムに
おけるコミュニティとマテリアリティ J(1-t 
表者:飯田卓氏)の研究活動のひとつとして
開催されたものであり、中国地域で文化遺産
に関する研究をおこなっている研究者が、そ
れぞれの研究フィールドにある人々の生活と
密接にかかわる有形-#.ljl~の文化遺産をとり
あげ、人々と文化遺産の関わりや日常生活へ
の影響などについて、文化人類学・民族学の
立場からアプローチした研究についての発表
がなされた。
一臼自の午前は基調講演として、 i新江省-
西iMJを事例とした世界遺産登録と住民参与
に関する考察や、非物質文化を取り扱う行政
や生活実践者に関する人類学的考察、 トン族
大歌を事例とした無形文化遺産登録をめぐる
人々のせめぎあいについての講演がおこなわ
れた。また午後には f第I部 中国の有形文
化遺産jと題し、前半は「住民の段から見た
世界遺産Jとして、福建土楼や鹿江古城、紅
河ハニ族撤回群の世界遺産登録地域の事例に
ついての発表があり、後半には fオルターナ
テイブな有形遺産Jとして、広東省j可j原市の
客家四角楼や台湾地域の世界遺産候補地につ
いての発表がおこなわれた。
二日呂の午前は『第E部 中田の無形文化
遺産jと題し、前半は「コミュニティと無形
文化遺産Jとして、甘粛省蓮花山の花児や青
海省チベット族のレプコン芸術、南京の跳五
椙・小馬燈の事例についての発表があり、後
半には「技法の伝達と無形文化遺産」として、
快西地方の秦腔伝統劇団の活動や、黄土高原
客?I可居住地域の民俗文化とエコミュージアム
活動の事例についての発表がおこなわれた。
また午後には特別講演として、雲南省小涼山
における盟誓儀礼の意義についての講演がお
こなわれた後、二日間の発表に対ーする総合討
論が行われた。各発表の詳細については、今
後刊行される『国立民族学博物館調査報告J
(SER) に各発表者の論文が掲載される予定
なので、そちらを参照いただきたい。
(高倉健一)
?
